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筑波大学体育専門学群生のドーピング意識調査結果（2¢08年度∋  
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‡．はじめに   

アンチ・ドーピングが声高に叫ぼれる中、国際  

的にも園内的にも冒本のスポーツ臥太学スポれ  

ツ界をリードする筑波大学体育尊門学群の学生た  

ちが、ドーピングに対してどのような濠級、考え  

方、現状であるかについて把凝することほ、太学  

機関・関係者とLて不可敦である。そのため本学  

体育専門学酔生に対して、2004年渡に初めて  

「ドーピング意識調査」を賓施L、爵弼が2㈱年  

度、そLて今回ユ0（）S年度に第3桓】日を実施した。   

この調査は、筑波大学体育専門学群生のドーピ  

ング意識についての硯状把凝を行うと共に、園癒  

そのものへの回答を通じて、本学群生のアンチ・  

ドーピングに対する密漁向上を図ることを目的に  

しているJ。また、結果分析にあたっては、縮回の  

2004年、三00る年に実施Lた三国の意級調査結果と  

も比較検討L、今後の体育尊門学群におけるアン  

チ・ドーピングへ町歌拍観ゐについての基礎資料  

を得ることに†ノた 

Ⅱ．調査方法  

1．調査内容  

「アンチ・ドーピングに対する濠洩調蜜」の質  

問は、所属賂投獄榛名、性別、学寧、鏡花レベ  

タレといった基礎項目に絃き、ドーピングへの関心  

の度合い（以下、関心の渡合い：き、当該娩技種目  

における禁止薬物が饅閏される叩打鍵性r‘以下、薬  

物使用の房r能性j、．ドービンダに対する留鳥ほ上  

下、ドーピンク硝那、ド…ビング検査の方針や手   

喝についての惰観ほj、下、ドーピン動か鳳緒∴ヤ  

プ冒ブメント摂取とドーピンダ遽飯の町鍍性く′以  

下、サプりメントとドーピング）、ドーピン グ棟  

凝固故についてという豆（jの質問は、2を翻寧、ヱ蛸賂  

牢と同様であるが、今掛ま、「あなたは、商綬時  

代において、どのような醇でアンチ・ドーピンダ  

についての教育、情報経験を受けましたか。（複  

数選択可り を新たに翫えて情報源を蒋竃Lよう  

とした。   

調査項目・内容は以下のとお硝である労  

鋸 あなたが活動する娩指名は？  

Q2 あなたの性窮は。佃 野憶（ユタ 女性  

Q3 あなたの学年はぃ車l奪増いヱ〉2寧餐（3）   

3年生（4）4年盤  

掴 あなたの級技レペ才レについて飼いまサr′現在   

までにあなたが出場した隆も窺いレペ馳の東儀   

はどれですか七＝＝司＝トンピッ＄・緻界選手権   

レペ！し（2盲 全国東条レぺ才レ そ3う 覇遺耐熱太   

会レペグし t41市町村大会レペ斉む く5ラぞ椚飽   

＝ノダリエ【ション葦i  

Q｝5ドーピンダ紫止葉物袴田関配について、どの   

くらい関心があわますか。盲妄、1）罪常に関心があ   

る（コlかなり関心がある も3き 少L関心があ   

る ㈱ ま■プたく関心がない  

捕 国際的に見て、あなたの駿技韓日で般柁力向   

上のために薫物∈ドーピング嚢藍凝鞠ラが使吊   

される町能性はどのくらいあると思いますか。   

＝手 機増さ漁る河儲鷹は非常に商いと思う   

キヱ）使開きれる可能性は商いと思う もぷ額瀾  

筑波大学東学院丸閑緻倉掛学研聴解ぐ体蘭科学系）   
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される可能性はわからない（4）使用される可   

能性ほ低いと思う （5）使用される可能性はな   

いと思う  

Q7 競技力向上のための薬物（ドーピング禁止薬   

物）使用について、あなた自身の考えや気持ち   

を表現するものとして、以下のどの信条が最も   

適切だと思いますか。（1）いかなる状況下で   

も、競技力向上の薬物使用は間違っていると思   

う（2）状況次第で、競技力向上の薬物使用を   

判断すべきだと思う（3）いかなる状況下でも、   

競技力向上の薬物使用はかまわないと思う  

Q8 あなたはドーピング検査の方針や手順につい   

てどのくらい情報を得ていますか。（1）まった   

くなし（2）少しある（3）ある程度、得てい   

る（4）相当に得ている（5）十分に得ている  

Q9 あなたは栄養食品・エネルギー補助食品（サ   

プリメント）の摂取がどのくらいドーピング   

検査の陽性（ドーピング違反）に結びつく可能   

性があると思いますか。（1）可能性ほ大きい  

（2）ある程度の可能性がある（3）可能性は小   

さい（4）可能性はまったくない（5）わから   

ない  

QlOあなたが、2006年4月1日～2008年3月31   

日の2年間に受けたドーピング検査の回数は何   

回ですか。  

011あなたは、高校時代において、どのような形   

で、アンチ・ドーピングについての教育、情報   

を得ましたか。（複数選択可）（1）保健体育授   

業（2）運動部活動（3）競技、協会関係のセ   

ミナー（4）新聞、テレビ、雑誌など  

2．調査手順および回答結果   

調査は以下の手順で実施した。1年生は2008年  

4月9日の新入生オリエンテーションの時間、2、  

3、4年生は2008年4月10日の学年別ガイダンス  

において、調査日的を説明した後、調査用紙を配  

布し、その場での回答もしくは後日の提出を指示  

した。後日の調査用紙の回収期間は2008年4月12  

日から同4月18日までとした。   

回答数について、1年生は在籍数247名のうち  

244名が回答し、回答率は98．8％であった。2年  

生は在籍数250名のうち187名が回答し、回答率  

は74．8％であった。3年生は在緒数247名うち186  

名が回答し、回答率は74．8％であった。4年生は  

在籍数294名のうち181名が回答し、回答率は61．6  

％であった。体育専門学群全体では、在籍者数  

1038名のうち798名が回答し、回答率は76．9％で  

あった。  

3．データ分析手順   

得られたデータの入力および統計処理は、プラ  

イバシー への配慮から業者に委託して、入力の段  
階から個人が特定されないようにした。   

Ⅲ・2008年度の調査結果（表ト5および表6－1，2，   

3，4参照）  

（1）所属競技団体数と回答者数：回答者が所属す   

る競技団体数は29綻才支匝I体で、回答者総数は   

798名だった。  

（2）性別：798名のうち、男子学生が563名（70．6   

％）で、女子学生が235名（29．4％）であった。  

（3）学年区分：1年生が244名（30．6％）、2学年   

が187名（23．4％）、3学年が柑6名（23．3％）、   

4学年が181名（22．7％）であった。  

（4）競技レベル：オリンピック・世界選手権レベ   

ルが39名（6．0％）、全国大会レベルが457名  

（53．9％）、都道府県レベルが302名（34．1％）で   

あった。なお、市町村レベルおよびその他は、   

都道府県レベルに参入した。  

（5）関心の度合い：「非常に関心がある」は、109   

名（13．7％）、「かなり関心がある」は、222名  

（27．9％）、「少し関心がある」は、430名（54．0   

％）、「まったく関心がない」は36名（4．5％）、  

「無回答」が1名であった。  

（6）薬物使用の可能性：国際的な視野からのドー   

ピングの可能性について、「使用される可能性   

は非常に高い」は、165名（20．8％）、「傾用さ   

れる可能性は高い」は、274名（34．5％）であ   

り、また、「使用される可能性はわからない」   

は、1州名（23．9％）、「便用される可能性は低   

い」は、150名（18．9％）、「使用される可能性   

はない」は、16名（2．0％）、「無回答」が3名で   

あった。  

（7）ドーピング観：ドーピングについての信条と   

して、「いかなる状況下でも、競技力向上の薬   

物使用は間遠っていると思う」と回答したの   

は、637名（80．0％）、「状況次第で、競技力向   

上の薬物使用を判断すべきだと思う」は、147   

名（18．5％）、「いかなる状況下でも、競技力向   

上の薬物使用はかまわないと思う」は、12名   
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表4「ドーピングの情報」についての回答  

十分に得ている  

相当得ている   

ある程度儒ている  

少しある  

全くない  

合計  

2＿鍋    2．1％  3．8％  

（21）  （12）  （9）  
5．8％    5．2％  了．2％  

（46）  （29） （17）  
∽．g％   322％  37．鍋  
（269）  （180） （89）  
46．3†i   48．1％  42．Ⅷ  
（3甜）  （269） （99）  
11．3％   12．3％  8．9％  

」gO）  （69） （2り  
10一指   10略  100％  
（町  

応  

5．哨  0，g％  

（15）  （4）  
8．1沌  4．4％  

（26） （20）  
40．硝  29，g％  
（123） （135）  
3乱鍋  50．7％  
（120） （229）  
8．3％ 14．鍋  

」鱒 （64）  
100％  100％  
（303） （452）  
Y：価  38．23pく00t   

2，0％  2．2％  5．41 11％  

（5）  （ヰ） （10）  （2）  
3．7％  4．g％  6．5％  8．91  

（9）  （g） （12）  く16）  
21．7％  37．鍋  39．5％  41．1‡  

（53） （6g） （73） （74）  
引．8‡ 497％  3乱4％  43．鍋  

（126） （g2） （71） （丁9）  
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（叫（ 

（困  

5  

13  

50  

（  

26  

（   

5  

％   3  5％  1．鴨  

6） （3）  
％  8，6％  3．7％  
） （30） （‖）  
‡ 36．3％ 礼1％  
） （166） （84）  
％  45．7％  49．鍋  
） （20g） （14g）  
％  7．9％ 17，哺  
） （36） ） （36） 」  52）  

％ 100％ 100％  
） （45了） ） 川57） 鱒型  

巨  3臥15pく001  

表5「サプリメントのドーピングの可能性」についての回答   

可能性は大きい   12．6％  
（100）  

ある程度の可能性がある  55．7％  

111 

（  

55  

（3  
22  

（1  

3  

（  

8  

％ 14．5％    9．1％ 129％ 14．0％ 15．鍋  

） （3射  （22） （24） （26） （28）  
％  57．0％   5乱2％  57．5％  6乙州  54、4％  
） （134）  （122） （107） （118） （98）  
％  20．4％   23．9％  ㍑6％ 】8，了％  畏．2％  

） （哺）  （58） （42） （31） （ヰ0）  
％  2．1％    33％  32％  16％  2、8％  

）  （5）  （8）  （6）  （3）  （5）  
％  6．鍋   13．6‡  38％  5．4％  5．0％  

） （川）   （33し （7） （10） （9）  
≠  100％    川鍋  100％  10鴨  川0％  

）  

即  。（。 

5．1％  15．1％ 11．1％  

（46） （50）  
53．6％  571％  
（163） （258）  
21咄  21．5％  

（65） （97）  
3．3％  2，7％  

（10） （12）  
6，6％   7．7％  

（20） （35）  
100％  100％  
（304） （452）  
y2楢  3．35n8   

12．5％ 13．袖  

（2） （5了） （41）  
564％ 58．鍋 50．略  
（22） （269） （ほ2）  
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（12） （9別  （69）  
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（3） （13）  （6）  
0．鍋  6．1％ 川．硝  
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1001 100＼  柑0＼  

「［  
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21．5％  

（171）  

2．鍋  

（22）  

7．41  

建盟  ＿＿  

180％  

（795）  

可能性は小さい   

可能性は全くない  

わからない  

合計  

表6－1「高校時の保健体育の授業からの情報」についての回答  

68．41 81．5％  ㈹．鍋  44、2％  68．硝  

（312）  

314％  
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表6－2「高校時の運動部活動での情報」についての回答  
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表6－3「高校時の競技、協会関係のセミナーからの情報」についての回答  
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衷6－4「高校時の新開・テレビ・雑誌などからの情報」についての回答  
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ンチ・ドーピング密漁調査」から、幾つかの解散  

および今後の課題をあげると次のようになる 

1．調査結果に見られる特徴   

衷lの「関心の度合い」について、ヱ（推）8年檻も、  

コ004年度、ユ006年渡と同じ特徴が見られるご す  

なわち、過去の2f司と同様、綬托種目（僻丸棒目  

と団体棟削別のうち、「非常に関心がある」が、  

団体種目よりも個人種目の方が強い関心を示して  

いる点である。り軍度：個人種目、団体種目）ヱ0糾  

年度：lユ，0％、5．29吏）、2006年度：13．3t〉きむ、8．5％、20（椙  

年度：17．ユ（‰、10．8％である。過去2匝！の調査と比  

較すると、経年的に漸進的な関心度の高まを）があ  

るとは言え、毎回、僻入校日と団体種目では数ポ  

イントの遠いが認められる。   

衷3の「ドーピング観」について、学年別餐計  

の中で、1年生は、「無条件で使閤は悪い」と8b．5  

％が回答L、学年があがるほど、「状況次第で判  

断すべき」との回答が増えていく。この傾向は過  

まの2004年夜、2006年度の調査とも同様である  

が、これはドーピング問題にも多種多様で、境界  

線上の事例が存在し、すべての事例を一括Lて価  

値判断できない状況を示Lていると考えられる。   

衷4の「ドーピングの情報」について、学年別  

集計の「全くない」と回答Lた1学年が2割以上  

もおり、他の学年の4倍近くを示している。この  

傾向は、過去2回とも同様である（年度：1年、2  

年、3年、4年；2004年度：29．09ら、iO．3％、15，呂  

％、11．1％、2006年乾：ヱ0．1％、7．7％、‖．5％、軌5  

％、ヱ008年壕：ヱ0．9％、5．9％、10．3亡亀、5．0％トニ入  

学当初の1学年は、ドーピングについての情報、  

「全くない」ユ仇9％、「少しある」5l，6％という不  

足状況の回答に対して、ユ学年以上になると、「あ  

る程度得ている」、「相当に得ている」と回答して  

いる学生が確実に増加している。 4年次の回答の  

「ある程度得ている」は41．1％を示Lている。十  

分な情報提供、揮得Lているかは削とLて、在学  

中のドーピング関連情報が、学年次を追って提  

供、獲得されていることがわかる．。   

また、償人種目と集団裡員の結果から、前回、  

前々回と同様に、個人種目の方が賽団稜呂よ拍も  

ドーピングに関する情報が多く伝えられていた。  

2008年既に限れば、その違が拡太している点が  

注目される。すなわち、「ある程度得ている」、「相  

当得ている」、「十分に得ている」を倉酎工．た磯   

含、髄丸棒鋸ま54．ユー‰であるか、教団機転∃は35．2  

ま‰に留ま′二ノている二この傑人橡冒と相棒橡冒の  

封）ポイント近くこダ）濃については、臣・弱体絡要≡言開榛  

者のドーピーンダ防止教蘭、啓嚢へ♂瀾をき観みが喜一  

曾ではないことに挺蘭㌦ているか掛瀾される 

寅5の「サプリメント吼け－ビング銅可能鷹」  

について、 他の学年に比べて、l学卒がサザ！jメ  

ントに禁止薬物を含有する「可能性がぉきい」と  

回答する学生が少ない薫や、「わからない」の回  

答者致の多さr2削減率饗の学年：主宰、ヱ串、5年、  

4年；13．が払、ま甘‰、5，4悔、5，0％うは間観劇とL  

てあげられよう。サプリメントの中には紫止物質  

が含まれたものあるという翠実について、高校時  

代の教育・背嚢はもとよ町∴東学入学草々の1年  

生次に対する正しい情報擾供、例えば新丸生せ】J  

エンテーションの堵での啓牽などの対賓が必要で  

あろう、コ   

ユ㈹8年獲には、新たに「高校時代において、ど  

のような醇で、アンチ・ドーピングについての教  

育、情報を絡まLたか」複数選択可j」という設  

問を追加Lた 毛裁か1，ヱ，3，射ご   

保健体育の授業を情報源とLて選択Lた学生は  

全体の6割を越えるが、特に学年別において、1  

から3学年までが7親近くがこれを選択Lている  

のに対Lて、4年放では4割強に留ま■つている。こ  

の結果から判断すると、ここ2．3年は、轟校の保  

健体育投薬においてアンチ・ドーピングや寒物蘭  

用など、ドーピング問題に関連する授業が観開き  

れていると推察される。次に、「運動統括動」「鏡  

花、協会関係セミナー」を情報源とLて遷都した  

学生は2潮程度であるが、個人後目と団体線目と  

に大きな叢興が認められた。蘭人穫冒が34．ヱ‰と  

38．S％〉であるの対Lで、団体穫削ま15．6犠）とil．ヰ  

％を示工ている。。これは、偶人種目釣運動鉱指濁  

音および絶技団体開陳者が、アンチ・ドーピング  

教育、啓嚢を棺榛的に行っている反面、ほ体軽目  

については、簡人種目よりもiだもしくほけ3の  

ポイントに留まっていることから、ドーピング防  

止活動の抵儲、消極性が伺われる。  

2．現状のアンチ・ドーピング運動を踏まえた今   

後の課題   

喝初のごとく、アンチ・ドーピング運動は畢蒐  

るスポーツ界での豹磯凋＝凋－グレ盲を超え、社会  

運動として敬わ凝まれている。その象徴が国際凝   
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約の採択である。   

スポーツにおけるアンチ・ドーピングに関する  

国際条約（アンチ・ドーピング条約）は、パリに  

おいて開催中の第33回ユネスコ総会において  

2005年10月19日に採択された。この条約は、ア  

ンチ■ドーピング分野における初めての世界的規  

模の政府間合意である。ドーピングは競技者の健  

康（副作周）、フェアプレーへの違背、不正行為  

およびスポーツ文化への冒涜であることから、こ  

の条約は、ドーピング撲滅を目指して、世界アン  

チ・ドーピング機構（WADA）を中心とした国内  

外レベルの協力活動を推進・強化する体制の確立  

を目的としている。最近の報道では、2005年の採  

択から3年彼の2008年11月13日には100カ国が  

批准したとされている。   

このような世界規模での官民叩一体となったアン  

チ・ドーピング運動が展開されているとは言え、  

ドーピングの完全撲滅とは行かない現実がある。  

この条約の採択前の2004年開催のアテネ五輪に  

おけるドーピング違反者が26件であったことを  

踏まえて、国際条約の採択を含む世界中でのアン  

チ・ドーピング運動が展開されたにも関わらず、  

2008年の北京五輪は当初1桁の違反かのように報  

道されつつも、2008年11月にはIOCジャック・  

ロゲ会長が15件となる見通しを公表している。  

こうした現状を踏まえると、俗に言う、ドーピン  

グをめぐる「いたちごっこ」は未来永劫にまで続  

くのではないかと懸念される。   

毎年9月末になると、世界アンチ・ドーピング  

機構から、翌年1月1日から発効する規程が発表  

される。2008年9月にも幾多の改訂が発表され  

た。その一つに、「屠場所情報義務の強化」があ  

る。それは居場所情報提供の方法の変更、つまり  

「1時間枠の導入」である。これにより、当該選手  

は、四半期（3ケ月間）すべての日に対して滞在  

先を指定し、なおかつ毎日6時から23時の間に検  

査に対応可能な1時間枠を指定する。この枠は競  

技会外検査、抜き打ち検査のための1時間であ  

る。勿論、居場所変更は認められているが、この  

規程が検査強化であることは間違いない。四六時  

中、監視体制に当該選手は置かれている。選手の  

人権問題の議論は別原稿に譲るべきではあるが、  

単なる検査強化、罰則強化が行われても、ルール  

無知だけではなく、「ルール遵守」を無視する価  

値観が存在する限り、ドーピングはなくならない。   

また、日本の現状を日本アンチ・ドーピング機  

構の発表（日本ドーピング防止規律パネル決定報  

告）から読み解くと、2008年は、陸上競技（資格  

停止3ケ月）、ボディビル（2年）、相撲（3ケ月）、  

自転車競技（1年）、ボディビル（2年）、競技ダン  

ス2件（各3ケ月）、ボディビル（2年）の合計8  

件の違反がある。ボディビルの3件、資格停止2  

年間を除けば、いずれも資格停止期間が短縮され  

ている。この短縮から判断すると、競技力向上を  

目的とした確信犯的なドーピングとは断定できな  

い無意図的、無知による違反であることが分か  

る。厳格責任（競技力向上を意図していたか否か  

は問題にならず、体内に存在していたことの責  

任）を原則とするドーピングの罰則規定からすれ  

ば、我が国においてはiEしい情報を提供して、知  

らなかったという鯉知によるドーピング違反が生  

じないようなサポート体制を早急に整備する必要  

がある。不断のアンチ・ドーピング教育・啓蒙活  

動が、特に体育・スポーツ系大学生には欠かせな  

い。無知による資格停止は、競技生活のみならず  

学生生活上、大きなマイナスになることは間違い  

ない。   

これまでの2回の調査結果を楷まえ、体育専門  

学群においては2008年度より「アンチ・ドーピン  

グ論」の授業をスポーツ・コーチング専攻の専門  

科目として開設した。ここでのドーピング問題を  

めぐる国内、国際情勢ならびにドーピング検査の  

実際などの講義が 、今後のアンチ・ドーピングの  

意識向上の一助となることを期待している。ま  

た、ドーピング問題をめぐる国内外の状況を適格  

に才巴握しつつ、さらなる筑波大学体育専門学群の  

アンチ・ドーピング運動が具体的に展開、推進さ  

れていくことの重要性を指摘して稿を閉じる。  
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